
ネットワークインフラ技術の進展

2017年3月31日

日本電気株式会社

テレコムキャリアビジネスユニット

執行役員 河村 厚男

【NEC Confidential】

資料４－２





3 © NEC Corporation 2017 NEC Confidential

将来ネットワーク

将来ネットワークへの期待：業種を超えた新たなビジネス

自動運転
スマートメーター

遠隔医療

管理・監視・認証
超高解像度 動画配信

ARナビゲーション/
観客好みの視点映像
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今後のネットワークの世界

ネットワークとサービス（機能）の仮想化を実現し、ネットワーク要件・ニーズに
応じた高機能なサービススライスを構成

Etc…

物理ネットワーク

AIロボット
多言語案内

AR会場案内
＋イベント連携した

WEB販売など・・

etc…

超大容量
監視カメラ・セキュリティサービス

多接続・低処理
インフラ監視、火災報知機NW

入場ゲート

監視カメラ

火災報知器

防災
ネットワーク

運用監視／入場管理

映像監視
ネットワーク

IT(企業NW）
監視カメラ

サービスオーダー

E2E Service Orchestrator

超低遅延
認証・ゲートNW・交通制御サービス

生体認証対応ロッカー

生体認証
ネットワーク

顔認証型
チケットレスゲート
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将来ネットワークに求められる要件

データトラヒック
の増大

サービスの多様化

社会インフラ
としての重要性増

超大容量

超低遅延

超多端末

セキュリティ

運用高度化

①多様化する
サービスに応じた
ネットワーク提供

②ネットワークの
インテリジェント化

③システムの
オープン化

超省電力

④将来ネットワーク
実現に向けた

マイグレーション

NWの柔軟性

社会の変化 NWへの期待 取り組み

サービスの即時性
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ICTシステムの変化

それぞれのレイヤが独立に最適化されたアーキテクチャから、ユーザやサービスを
中心としてダイナミックに変化するアーキテクチャへ変革

BBU

モバイルコア

Gateway

RRH

インターネット

従来：全サービスで共有される
単一ネットワーク

インターネット

ダイナミックに再構成
可能な通信経路

通信処理の最適化

ユーザ指向型の無線アクセス

将来：サービス毎に最適化し
変化するネットワーク
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①多様化するサービスに応じたネットワーク提供

エッジコンピューティングの必要性

・大量・不安定な実世界データが増大、一次処理でシステム負荷を削減
・ナレッジベースのリアルタイム処理を実現しシステム適応範囲を拡大

クラウドコンピューティング

デバイスコンピューティング

クラウドコンピューティング

デバイスコンピューティング

エッジコンピューティング【不安定】

Before After

【ノイズ】
サービス遅延

処理量増大 処理遅延

有効データ抽出

処理量削減 ナレッジ

ナレッジベース
リアルタイム処理

エッジ
コンピューティング

の導入
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超多端末用NW

スマート
メーター

①多様化するサービスに応じたネットワーク提供

ネットワークスライシング

サービスの要件に基づき、最適なインフラをスライシングにより提供

遠隔医療

超低遅延用NW

自動運転

超大容量用NW

データ・ビデオ

仮想化層

物理層

サービスの要求に応じて迅速かつ柔軟にネットワークを制御
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②ネットワークのインテリジェント化

Big Data/AIによる制御・誘導

・ネットワークスライシングによる柔軟で迅速なサービスが共通基盤上に構築
・IoTから収集したBigdataを利用し、AIは最適ネットワーク構築をサポート

Analytics

見える化 制御

SDN/NFV

Big Data / AI

Network Slicing

Network Virtualization

eMBB : Ultra high speed data (10-20Gbps)

URLLC : Super low latency (1ms)

mMTC : Hyper connectivity (1M / sq-km)
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人間の知的活動をコンピュータ化した技術、
より高度な「見える化、分析、制御・誘導」の実現に貢献

②ネットワークのインテリジェント化

NECが取り組んでいるAI技術

社会価値実世界 サイバー世界

分析 制御・誘導見える化
人 モノ

環境

AI

センサー アクチュエータ

機械学習

予測・推論 計画・最適化認識・理解 ･･･
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②ネットワークのインテリジェント化

通信キャリアにおけるAI/データ活用のユースケース

効
率
化

品
質
改
善

C
S

向
上

価
値
増

インフラ計画・運用 CEM 
(Customer Experience Management)

付加価値サービス

デ
ー
タ

ネットワークオペレーション サービスインフラ ビジネスオペレーション

User
information

Open
DataIoT

サービス品質向上

CAPEX と OPEXの効率化

ユーザインサイトの
理解

快適な接続
データ連携による
サービス価値の向上

Digital Business
Innovation

Business Process
Innovation
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②ネットワークのインテリジェント化

人の知的創造活動を最大化するNECの最先端AI技術群

※1：米国国立標準技術研究所（NIST）主催の評価タスクで4回連続第1位
※2：米国国立標準技術研究所（NIST）主催の評価タスクで第1位（2012年）

顔認証

群衆行動解析

光学振動解析

音声・感情認識

物体指紋

インバリアント分析

異種混合学習

テキスト含意認識

RAPID機械学習

時空間データ横断
プロファイリング

自律適応制御

予測型意思決定
最適化

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

Only1

No.1※1

No.1※2

学習型超解像Only1

Only1

Only1

自己学習型システム
異常検知

Only1

見える化 分析 制御・誘導
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③システムのオープン化

Eco-Systemレファレンスモデル

抽象化された物理インフラとオーケストレータ・AIが動的に連携することで、複数
の仮想インフラを形成することがこれからの情報通信インフラ

アクセス コア サービストランスポート

物理/仮想インフラ

C-RAN

オーケストレータ＆AI
（見える化、分析、対処）

OSS/BSS

End to End 仮想ネットワークを形成
(ネットワークスライシング)

Open API

サービス要件と
NW要件を協調

NW要件/状態から
インフラを制御

PON 光 IP

EPC IMS

アプライアンス機能5G
無線伝送

他コア機能

状態分析による
動的制御

MEC

…企業 個人 OTT ISP
MVNO/
FVNO

MNO/
FNO

SIer

仮想化
アクセス T-SDN

(SDN伝送)

NFV クラウド
基盤

サービス機能

Open API
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事例１：O3(オースリー)プロジェクト
SDN技術の広域ネットワークインフラ適用に向けた研
究開発プロジェクト
http://www.o3project.org/

④システムのオープン化

ネットワークでの汎用的なAPIの事例

マルチベンダに対応可能な抽象化モデル

論理的に集中した
分散基盤

プロトコルに依存
しないOpen API

プロトコルに依存
しない汎用的な
NEモデル

*O3projectシンポジウム2016資料より引用

Odenos(SDN共通制御フレームワーク/オーケストレータ)、
Lagopus(ソフトウェアSDNスイッチ)のOSS公開

事例２：ONOS (Open Network Operating System)
キャリアグレードのネットワークOS開発プロジェクト
http://onosproject.org/
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④将来ネットワークへのマイグレーション

既存/仮想のハイブリッド運用

E2E Service Orchestratorによって、既存/仮想などのあらゆるネットワークを
統合運用

Customer/Operator

OSS/BSS

NFV
Orchestrator

VNF Manager

NMS/EMS

Legacy

SDN
Controller

E2E Service Orchestrator

NFV

Transport

SDN

Before After
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④将来ネットワークへのマイグレーション

既存/仮想を合わせた運用の自動化

ネットワーク全体の統合管理、OSSとの連携により設計や構築のオペレーションをワン
ストップで実現
→構築時間の短縮により、エンドユーザへのサービス提供の迅速化を実現

E2E
Service 
Orchestrator

VNF
Instantiation

基本設計 試験

VNF

VNF

基地局

コアノード

コアノード

コアノード

SDN/NFVLegacy

局データ
投入

IP網
EMS

アクセス網
EMS

コアノード
EMS

伝送路
EMS

SDN
Controller

NFVO

VNFM

VIM

Config
設計

局データ
設計

自動設計 自動構築

法人/MVNO網

Internet
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まとめ

NECは人とデジタルを融合させた社会価値の共創を行い、人が豊かに
生きる「安全」「安心」「効率」「公平」な社会を実現するために
ICTを活用して社会インフラを高度化させます。

また、標準化活動の推進、事業者およびベンダ各社との協力によるト
ライアル等を通じ、 将来のネットワークの実現に貢献します。

①多様化する
サービスに応じた
ネットワーク提供

②ネットワークの
インテリジェント化

③システムの
オープン化

④将来ネットワーク
実現に向けた

マイグレーション


